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NYマーケットレポート（2014年 9月 1日) 
米国の主要市場がレイバーデーで休場となり、取引材料に乏しい中、ドル円・クロス円は序盤から小動きの展開が続いた。そして、今週

は主要国の金融政策発表や、米雇用統計の発表を控えて、積極的な売買が手控えられたことも限定的な動きとなった一因となった。また、

ユーロ圏の経済指標結果を背景に、ECB が刺激策を拡大するとの見方が一部で広がったことから、ユーロは主要通貨に対してやや軟調な

動きとなった。 
 

 
(出所：SBILM) 
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NY 市場レポート 
 

21：00 
ドル/円 104.29  ユーロ/円 137.00  ユーロ/ドル 1.3136 
 

21：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6817.15 -2.60 ダウ INDEX 
FUTURE 17076 -9  

 

仏 CAC40 4370.48 -10.56 S&P500 
FUTURE 1999.30 -2.10  

 

独 DAX 9468.37 -1.80 NASDAQ 
FUTURE 4080.75 -1.25 

 

 
(出所：SBILM) 

 

本日の米国市場は Labor Dayのため休場 

Labor Dayとは「労働者の日」であり、労働者をねぎらうための日であることから、日本の「勤労感謝の日」に当たる祝日であ

る。9月の第一月曜日、米国・カナダ市場は休場となる。米国市場は Labor Day（レイバーデー）の祝日で終日休場。株式や国債

のほか、原油先物などのニューヨーク商業取引所（NYMEX）を含む CMEグループの各市場も休場となる。通常取引は 2日に再開さ

れる。  

 

≪海外の話題≫ 

豪西オーストラリア州は、推定で 10億-20億豪ドル（19億ドル）の保有資産を売却する方針を明らかにした。鉄鉱石の積み出

し港として知られるポートヘッドランドの一部施設も対象。西オーストラリア州のコリン・バーネット首相は、今回の売却に続

き他の資産も売却する意向を示した。今後 2-3年で 40億-50億豪ドル分を売却する可能性がある。対象とする資産の詳細は明ら

かにしていない。 

バーネット首相は、州政府の負債を削減しトリプル A格を回復することが最優先課題とし、「手始めに売却優先度の高い 5資

産を売却する」と述べた。豪経済のエンジンと呼んだ西オーストラリア州だが、10年に及んだ鉱物資源ブームが終わり今では財

政悪化に苦しんでいる。 

格付会社は、同州の信用格付けを「Aaa」から「Aa1」に引き下げており、州政府の財政状況、負債内容の劣化、この状況が近

く反転しないリスクを反映したとしている。 

 

≪欧州のポイント≫  

①8月のユーロ圏製造業購買担当者景気指数の改定値は、50.7となり、速報値の 50.8から下方改定され、1年 1ヵ月ぶりの低水

準となった。ウクライナ情勢の緊迫化で新規受注と生産が低迷したことが影響した。 

 

②8月の英製造業購買担当者景気指数は、52.5となり、前月の 54.8から低下し、2013年 6月以来の低水準となった。景況の改善・

悪化の阪大基準となる 50は上回っているものの、新規受注指数が 52.9と、2013年 4月以来の水準に低下した。 

 

③ドイツ連邦統計局の発表によると、上半期の連邦、州、地方政府と社会保障制度を含めた財政収支は 161億ユーロの黒字とな

り、対 GDP比で 1.1％となった。連邦政府は 40億ユーロの黒字を計上し、上半期として 1991年以来の黒字となった。連邦、州、

地方政府および社会保障の財政収支は、通年において3年連続で黒字を計上すると見込まれる。昨年の財政黒字は対GDP比で0.3％

だった。財政黒字の拡大を受けて、欧州経済の押し上げに向けた措置を講じるようドイツにさらに圧力がかかる可能性がある。 

 

④英中銀が発表した 7月の住宅ローン承認件数は 6万 6569件となり、6月の 6万 7085件から減少した。住宅ローン承認件数は引

き続き、金融危機前の水準である 9万件や、1月につけた最近のピークである 7万 6000件強を下回っている。英国の最近の住宅

関連指標は、まちまちな内容となっている。 

 

⑤ギリシャ統計庁が発表した第 2・四半期の GDP改定値は、季節調整前で前年同期比-0.3％となり、2008年終盤以降で最も小幅

なマイナスにとどまった。 
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⑥ドイツのメルケル首相は、上半期の財政黒字に関し、余剰資金がある場合は投資が優先事項となるが、まずは景気動向を見極

める必要があるとの見解を示した。ドイツの上半期の財政黒字は 161億ユーロとなり、健全な財政状況を示したが、欧州経済の

押し上げに向けた措置を講じるよう同国には圧力がかかっている。 

 

⑦英政府の報道官は、スコットランド独立の是非を問う住民投票に関し、独立賛成が反対を上回るという想定外の結果が出た場

合に備えて対策を講じてはいないと述べた。報道官は「そのような作業は行っていない。政府は、英国残留を主張することに全

ての力を注いでいる」と述べた。住民投票は今月 18日に実施される予定。 

 

⑧トルコの新政権は、国内経済成長の加速を狙った政策を模索し、金融政策はこの先のインフレ対応強化を重点とする方針を示

した。首相府の公表によると、物価安定目標と矛盾しない限り、金融政策は成長や雇用を下支えする。中央銀行は引き続き独立

して金融政策を決定するほか、構造的対策により経常赤字の縮小を図る。政府は、国内貯蓄水準を高め、付加価値を生み出す製

造業に注力するとしている。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6825.31 +5.56 

仏 CAC40 4379.73 -1.31 
独 DAX 9479.03 +8.86 

ストック欧州 600 指数 342.86 +0.86 
ユーロファースト 300 指数 1376.83 +3.01 
スペイン IBEX35 指数 10746.50 +17.70 

イタリア FTSE MIB 指数 20345.85 -104.64 
南ア アフリカ全株指数 51113.87 +154.85 

                                             (出所：SBILM) 

 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

欧州株式市場は、ウクライナ情勢や ECB理事会の結果を見極めたいと様子見気分も強く、主要株価は小動きの展開が続いた。

また、米国市場が休場で方向感に欠ける展開となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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2：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

8月メキシコ IMEF製造業指数 51.6（予想 50.5・前回 49.4） 

前回発表の 49.1から 49.4に修正 

8月メキシコ IMEF非製造業指数 52.7（予想 50.8・前回 50.4） 

前回発表の 50.1から 50.4に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

≪ 欧州債券市場 ≫ 

欧州債市場は、イタリア 10年債利回りが低下し。イタリア 10年債とスペイン 10年債のドイツ債に対する利回りスプレッドは、

100bpに向けて一段と縮小するとの見方が浮上している。イタリア 10年債利回りは、前週末比 1bp低下の 2.42％、スペイン 10

年債利回りは 2bp上昇の 2.25％、30年債利回りは 6bp上昇の 3.52％となり、7月 2日以来の大幅上昇となった。イタリア 10年

債のドイツ債に対するスプレッドはほぼ変わらずの 154bp、スペイン 10年債のドイツ債に対するスプレッドは 3bp拡大の 137bp

となった。ドイツ 10年債利回りは、ほぼ変わらずの 0.88％。また、フランス 2年債利回りは初めて 0％を下回り、-0.002％を付

けた。 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 休 場    

S&P500 種 休 場    

ナスダック 休 場    

(出所：SBILM) 
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≪米株式市場≫ 

米株式市場は、Labor Day（レイバーデー）のため休場。 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 104.32 104.32 104.23 
EUR/JPY 136.96 137.04 136.87 
GBP/JPY 173.26 173.42 173.14 

AUD/JPY 97.35 97.45 97.31 
NZD/JPY 87.41 87.48 87.32 

EUR/USD 1.3130 1.3142 1.3127 

AUD/USD 0.9332 0.9346 0.9330 
                                  (出所：SIBLM) 

 

≪外国為替市場≫ 

外国為替市場は、米国の主要市場がレイバーデーで休場となり、取引材料に乏しい中、ドル円・クロス円は序盤から小動きの展

開が続いた。また、主要国の金融政策発表や、米雇用統計の発表を控えて、積極的な売買が手控えられたことも要因となった。 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、

第三者への提供、再配信を行うこと、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。

情報の内容については万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。また、これらの情報によって生じたいかなる損害

についても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を

目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありません。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。 


